	２３年度 第１２回常務理事会議事録


１)日  時  平成２４年　３月１４日(水)１８：３０～２１：３０
２)場  所  宮城県放射線技師会館

３)出席者  阿部（養）、山田、前谷津、立花、長谷川、大友、
村井、引地、沼田、安彦、三浦
欠席者　　なし
４)開会の辞　　山田副会長
５)会長挨拶 

６)議事録作成　山田副会長
７)議事録署名人　長谷川、大友
①議　事

1． 前回議事録の確認

2． 今後の行事
３月　７日（水）　仙南地区市立幼稚園協議会講演会

３月１１日（日）　管理士学術大会

３月１４日（水）　第１２回常務理事会
３月１７日（土）　第４２回総会

３月２１日（水）　第２回スキルアップカンファランス

３月２５日（日）　県民公開講演会

３月２８日（水）　放射線に関する相談会・セミナー（仙台市）

３月２９日（木）　放射線に関する相談会・セミナー（栗原市）

３月３０日（金）　放射線に関する相談会・セミナー（白石市）

②議　題

協議事項
１．総会について
第４２回総会資料に対し、会員より疑問点・改善点の申し出があり協議・検討を行った。資料内容訂正個所については、理事にメールで確認して頂き、総会当日議長より訂正を行こととする。
２．新法人移行の進捗状況

　2月に公益認定申請書類の作成を終了し医療整備課に提出を行った。その後、修正箇所の指摘等をいただき、3月に2度目の提出を行った。現在は申請受理できるかどうか精査中である。今後の対応として、年度中の認定はなくなり、年度初めも難しい状況である。第42回総会でこれまでの活動と今後の活動について報告・説明を行いたい。
３．放射線に関する相談会・セミナーについて
３月８日（木）、宮城県原子力安全対策室より、県民向けに「放射線・放射能に関するセミナー・相談会」を行う連絡を頂いた。県はセミナー終了後の相談会の対応について技師会のこれまでの活動が評価され正式に依頼があった。以前から打診されていたが、検討した結果、協力することとした。詳しい内容は後日打ち合わせを行う。
相談会の実施に当たっては、被ばく相談会の経験者がいる各施設に案内を出し、目標の人数が確保できるように依頼している。
３月２８日（水）　仙台市　（仙台市戦災復興記念館）

３月２９日（木）　栗原市　（栗原市若柳総合文化センター）

３月３０日（金）　白石市　（白石市文化活動体育ホール）

４．平成２３年度県民公開講演会準備状況について

　日時：３月２５日（日）、１４時～１６時　
　会場：鶴ヶ谷コミュニティセンター３Ｆ
　講演１．

　講演名：福島原発事故による健康影響について

　講　師：村井法人部長
　講演２．

　講演名：認知症を知る

　講　師：平岡宏太良先生

　　　　　（東北大学サイクロトロン・ＲＩセンター　
　　　　　　　　　　　　　　　サイクロトロン核医学研究部助教）

講演者の平岡先生と打ち合わせを済ませている。広報に関しては、町内会長の名前で案内状を出すが技師会が主催とした案内文である。　会場設営、受付は地区でやるとのことである。
　５．　祝賀会について
　　昨年は震災の影響で祝賀会を開催できなかったので、今回は平成22年度、23年度定年退職者ならびに表彰者合同祝賀会を行う。

・22年度表彰出席人数

定年退職者1名　　功労賞　7名　功績賞　2名　

瑞宝双光賞　1名　日放技30年勤続　1名

・23年度彰出席人数

定年退職者２名　　特別功労賞　１名　特別功績賞　2名　

功労賞　１名　功績賞　2名　学術奨励賞　1名

瑞宝単光賞　1名　日放技30年勤続　６名

　開催時間：１７時３０分　会場：仙台サンプラザ　青葉（２Ｆ）
　記念撮影：１６時４５分～　写真撮影は滝谷氏にお願いした。

　参加人数：５３名（テーブル６卓を準備）　

　記念品は５，０００円程度を考えている。
６．その他
①　講演依頼における交通費、講師謝礼費について
　今後の相談等の依頼に対して、交通費実費を請求してはどうか。また、講師謝礼についてどのような対応するか。
・交通費に関しては実費支給でよいと思われるが、講師謝礼に関しては謝礼金全額を会に入れて頂いて、当該会員には会の規定で決められた金額を支払ってはどうか。詳しいことは税理士・弁護士に相談してから決めることとする。
②　Ｗｈｏｌｅ　Ｂｏｄｙ検査依頼について

日本放射線技師会北村理事より宮城県丸森町でのＷｈｏｌｅ　Ｂｏｄｙ検査を希望している住民がいる。仙台医療センターで試験的に測定したいため、技師会に人的な支援協力を依頼された。
・政治的な絡みがあるかもしれないが詳しい話はわからないが、平日は無理ではあるが土・日であれば協力できる旨を伝えた。
③　表彰システムの見直しについて
　今回の表彰において見落としがあり、表彰関係の組織がよく機能していないことが指摘された。

表彰委員会と事務局のデータが合わなく、また、選出の基準
が異なっているかもしれないので体制の見直しをしてはどう
か。ただし、OB部にお願いした履歴書調査は、システムの

不具合を修正するものではなく、県・国への表彰推薦を行う

際に資料にするため必要である。

・データベースの調整・整理を行なっていく。

・早めに表彰者のリストアップ行い、二重チェックを取れるように善処していく。
　
　各部・委員会報告事項
１．総務部

①　第４２回総会日程
開催日：平成２４年３月１７日（土）

会場　：仙台サンプラザ　青葉（２Ｆ）

日程　：特別講演会　　　　　　　　　１３時３０分～１４時３０分

総会　　　　　　　　　　　　１５時　　　～１７時
②　フレッシュマンズセミナーについて

２４年度は日本放射線技師会の内容に合わせた形式（共催開催）で行なうことを常務理事会で確認した。日本放射線技師会に内容と時間について問い合わせたところ、資料を作成中とのことであったが、資料に沿った内容で講義をしないと協賛とならないと説明を受けた。

　次回常務理事会まで協賛でやるか、昨年同様県独自の内容でやるか再検討をお願いします。
２．学術部
第２回スキルアップカンファランスの開催
　３月２１日（水）、仙台医療センター
内容　：くも膜下出血　

：プラマリーサーベイにおける単純撮影

３．法人部
①　東京電力福島第一原子力発電事故対策みやぎ

県民会議損害賠償請求ワーキンググループ研修会に参加

２月２０日、参加者：阿部会長、村井法人部長

②　角田市相談会報告
２月２６日、角田保健福祉センター
相談者：２名

③　仙南栄養士会研修会での講演

２月２８日、大河原合同庁舎

講師：村井法人部長

内容：「放射線ってなんだろう？

-知っておきたい基礎知識と健康への影響-」
④　角田市教育委員会での講演

　２月２９日(水)、角田市市民センター

　対象者：市内小中学校教諭、その他関係職員（約５０名）

　講師：宮城県対がん協会　八島　幸子
⑤　仙南地区私立幼稚園協議会での講演
　３月７日(水)、角田市ミネ幼稚園
　講師：村井法人部長

　参加者：保護者と先生（約５０名）
⑥　平成２３年度管理士学術大会

　日時：平成２４年３月１１日(日)午後３時から４時３０分

　会場：仙台医療センター

　一般演題：８題　（活動内容、県庁電話相談、

角田丸森相談活動、機器管理、宮城県の健康調査等）

　講師：宮城県環境生活部原子力安全対策課　主任主査

　　　　　医学博士　中村　朋之　先生

　演題名：「東京電力（株）福島第一原子力発電所事故への

対応について」

⑦　放射線管理士在宅講習教材収録依頼

　放射線管理士講習のＤＶＤやe-learning用の改訂版の収録を行うことが決定した。「緊急被ばく医療Ⅱ－健康相談及び心理-」を宮城県放射線技師会の村井が担当することになった。宮城県で行っている被ばく相談法を解説したいと考えている。

⑧　求人募集依頼

　財団法人宮城県予防医学協会から求人募集が来ている。
　ホームページに掲載します。
４．福利厚生部
①　日本放射線技師会義援金について

　日本放射線技師会からの義援金配布及び会費免除を受けられる会員（２８名）に対してお知らせを行った。
５．広報部
①　会報について

２月１６日、会報第７７号を発刊、広告協力は２社であった。

２４年度は年２回の発刊となる為、それぞれ最低５社から広告を頂けるように働きかけていきたい。

②　ホームページリニューアル作業の進捗状況について

３月１８日（日）、製作業者との最終調整を行う予定している。

４月初めに公開予定としている。製作費用を２３年度内に支払・決済できるように段取りする。

６．財務月例会計報告（２月～３月分）
①会費口座より３，０００，０００円郵便口座に移す。

②郵便口座より手元現金化９００，０００円

③会費口座より、日本放射線技師会から振り込まれた

　支援金６８０，０００円を下した。

④表彰委員会へ前渡し金２００，０００円振り込む。

⑤漏洩線量測定事業、３施設より合計１６７，０００円振り込まれる。
⑥会誌広告代２社より合計６０，０００円振り込まれる。

⑦総務部に前渡し金１００，０００円振り込む。

⑧法人部に前渡し金２００，０００円振り込む。

⑨会館事務局に前渡し金３０，０００円振り込む。

７．事務局報
①会員移動

１．　新入会　　　　　なし

２．　再入会　　　　　なし

３．　県内異動　　　　なし
４．　転出　　　　　　　なし

５．　転入　　　　　　　
　　　　　高橋　尚良　　　国立病院機構福島病院

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　自宅

6． 退会　　　　　　　

阿部　志津子　　　自宅

遠藤　夏菜子　　　宮城県対がん協会　　　　　　
菊地　史仁　　　　結核予防会

宮城県支部複十字健診センター
会員数５４４名

賛助会員

（株）日立メディコ　東北支店代表者変更

　　　瀬下　祐平　→　藁粥　一徳
②　その他
　２月末日、第３支部会員（女性ＯＢ部）より寄付金１０，０００円
を頂いた。
８．閉会の辞　前谷津副会長
以上、２１時３０分閉会となる。

２０１２年　３月　１４日

議　　　　　長

会　　　　長　　　阿　　　部　　　　養　　　悦　　㊞

議事録署名人　

常務理事    　長谷川　圭三　㊞

常務理事  　　　大友　一匡　　㊞

